
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【豊井小学校区（大字上今井、大字豊津、大字穴田）】 

   上今井交差点より南側に居住する児童はスクールバス（公共交通含む。）に 

よる通学、北側に居住する児童は徒歩通学とする。 

   乗降するバス停は、上今井交差点下及び道光寺入口付近とする。   

   

【永田小学校区（大字穴田、大字永江）】 

   スクールバス（公共交通含む。）による通学とする。 

   ただし、穴田区の児童は徒歩通学とする。 

   乗降するバス停は、永田小学校及び毛の川橋付近とする。 

 

※ 個別の事案は、個々に学校長と教育委員会が協議のうえ決定することとする。 

学 校 名   中野市立豊田小学校 （とよた しょうがっこう）  

【選定理由】 

① 親しみのある名称であるため 

② 校名から学校の位置がわかりやすいため 

③ 小中連携が行われ、小中一貫校へと移行する場合にも 

スムーズであるため 

学校の位置   長野県中野市大字豊津 4296 番地１ 

通 学 区 域  住 所：大字上今井、大字豊津、大字穴田、大字永江 

平成 29 年９月 21 日 豊田地域小学校統合準備委員会を開催いたしました。 

総務部会、通学・安全部会、地域・PTA部会、教育部会から、中間報告があり、報告事項の全てにお

いて決定又は確認がされました。 

その後、直ちに市教育委員会に報告し、10 月の教育委員会、総合教育会議での議論を経て決定した

内容についてお知らせします。 

なお、校名については、12 月の市議会定例会で議論をいただき、認められれば正式決定となります。 

また、通学方法や学校施設整備概要は以下のとおりとなりましたが、引き続き、細部にわたり慎重な

検討が続きます。 

PTA 組織については、教育委員会及び準備委員会から、各校 PTA 役員等への説明と協議が始まりま

す。 

中野市豊田地域小学校統合準備委員会だより 

校  名 

 

第６号 平成 29 年 11 月 中野市教育委員会 ・・平成 33年４月の開校目指して・・ 

通 学 方 法 



 

 

 

  機能面と安全面を中心に検討した結果、普通教室の不足、体育館の建設、駐車場の不足、グランド

の狭隘、会議室・教材室・倉庫の不足、職員室・更衣室等の狭隘等の課題解消を図る。 

整備計画図面・・下図のとおり 

学校施設整備 

 

【ハード事業】（設計、調査費、改修、新築工事等） 

  総額 18億 7,050万 7,000 円 

（補助金 8億 6,404 万 4,000 円  起債 9億 530 万円  一般財源 1 億 116万 3,000円） 

【ソフト事業】（校歌・校章制作業務、スクールバス購入等） 

  総額 1820万 1,000 円 

  (補助金 377万円  起債 0 円  一般財源 1443万 1,000 円) 

 ※ 今後は設計を基に事業費を精査し、補助金などの特定財源を確実に確保していきます。 

概 算 事 業 費 

 次のスケジュール案のとおり進めていくこととした。 

«平成 29 年度≫ ２校 PTA 役員会（会則の確認、課題の確認、スケジュール等） 

≪平成 30年度≫ 統合小学校 PTA設立準備会 設立総会 

≪平成 31年度≫ 設立準備 

≪平成 32年度≫ 統合小学校 PTA設立準備会 総会（役員決定等） 

≪平成 33年度≫ 開校・PTA設立総会 

P T A 組 織 

豊田地域小学校統合計画敷地配置図（案） 


